
広報すみた  平成22年2月25日（８）

　

本
町
で
は
（
財
）
日
本
消

防
協
会
が
行
う
「
女
性
消
防

隊
に
よ
る
安
全
で
災
害
に
強

い
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
」

の
助
成
を
受
け
て
、
軽
可
搬

ポ
ン
プ
（
１
台
）、
防
寒
ジ
ャ

ン
パ
ー
（　

着
）、
組
立
水

20

槽
（
１
台
）、
消
防
ホ
ー
ス

（
５
本
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
女
性
消
防

隊
や
婦
人
消
防
協
力
隊
の
育

成
強
化
を
図
り
、
安
全
で
災
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今
回
整
備
し
た
軽
可
搬
ポ

ン
プ
で
町
婦
人
消
防
協
力
隊

世
田
米
地
区
隊
に
配
備
し
ま

し
た
。

　

協
力
隊
で
は
、
隊
員
た
ち

に
使
用
方
法
の
研
修
を
行
い
、

有
事
に
備
え
安
全
で
安
心
な

地
域
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
は
「
自
分
た
ち
の

地
域
は
自
分
達
で
守
る
」
と

害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ

の
普
及
広
報
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で（
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

助
成
金
（
宝
く
じ
の
収
入
）

を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

い
う
基
本
理
念
の
も
と
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
防
火
や
防
災

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
普
及
促
進
に
力
を
い
れ
、

火
防
点
検
の
時
に
は
消
防
団

員
と
一
緒
に
各
家
庭
を
回
り

地
域
防
災
に
尽
力
し
て
い
ま

す
。

軽可搬ポンプ（１台）
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総
務
課  
庶
務
防
災
係

　
　
�
　

‐
２
１
１
１

46

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
２
）

　

２
月
９
日
、
柏
崎
ス
セ
ノ

さ
ん
が
満
１
０
０
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
、
多
田
町
長
や
紺

野
朋
夫
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
が
訪
問
し
て
祝
い
の
品
な

ど
を
贈
呈
し
、
長
寿
を
祝
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
柏
崎
さ
ん
宅

に
家
族
や
親
戚
が
１
０
０
歳

を
祝
う
た
め
に
集
い
、
多
田

町
長
が
「
寿
慶
歓
康
」
の
色

紙
と
祝
い
金
、
紺
野
社
協
会

長
も
祝
い
金
と
祝
い
の
品
を

贈
呈
し
て
家
族
ら
と
長
寿
を

祝
福
し
ま
し
た
。

　

柏
崎
さ
ん
は
明
治　

年
に

43

生
ま
れ
、
米
や
野
菜
、
養
蚕
、

葉
た
ば
こ
生
産
な
ど
の
農
業

に
従
事
し
な
が
ら
７
人
の
子

供
を
育
て
、
現
在
は
長
男
の

 
遵 
さ
ん
ら
と
５
人
暮
ら
し
、

ま
も
る

今
で
も
ハ
ウ
ス
栽
培
ワ
サ
ビ

の
出
荷
準
備
な
ど
を
手
伝
っ

て
い
ま
す
。

　

柏
崎
さ
ん
は
誕
生
日
を
迎

え
「
み
ん
な
が
か
わ
い
が
っ

て
く
れ
る
の
が
一
番
の
幸
せ

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い

ま
し
た
。
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元気に１００歳を迎えた柏崎さん

防寒ジャンパー（２０着）

さん（大畑）��������

組立水槽（１台）

消防ホース（５本）

（９）平成22年2月25日　広報すみた

�
�
�
�
�
�

　

町
づ
く
り
推
進
課　

　
　
　
　
　

自
立
推
進
担
当

　
　
�
　

‐
２
１
１
４
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（
内
線
２
６
１
）
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２
月　

日
、
住
田
町
総
合

10

計
画
の
地
区
別
計
画
推
進
母

体
代
表
者
に
よ
る
意
見
交
換

交
流
会
が
曙
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
各
地
区
の
代
表
者　
12

人
が
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く

り
に
対
す
る
想
い
を
語
り
ま

し
た
。

　

第
３
回
と
な
っ
た
こ
の
日

は
、
多
田
町
長
が
出
席
し
、

各
地
区
の
活
動
の
情
報
交
換

を
し
た
後
に
「
世
田
米
地
区

の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

町
の
中
心
地
で
あ
る
世
田

米
地
区
の
地
域
づ
く
り
に
つ

い
て
、
他
の
地
区
の
方
々
か

ら
の
意
見
と
し
て
「
街
の
中

に
い
つ
で
も
み
ん
な
が
自
由

に
出
入
り
で
き
、
音
楽
を
聴

き
な
が
ら
、
飲
ん
だ
り
食
べ

た
り
で
き
る
交
流
の
場
所
が

あ
っ
た
ら
、
定
期
的
に
集

ま
っ
て
意
見
交
換
が
で
き
て

い
い
よ
ね
」「
商
店
街
の
中
に

も
い
い
も
の
、
ホ
ン
モ
ノ
を

売
っ
て
い
る
お
店
が
あ
る
の

に
、
町
民
が
知
ら
な
い
こ
と

も
多
い
。
口
コ
ミ
の
情
報
発

信
が
大
切
な
の
で
、
み
ん
な

で
意
識
し
て
情
報
を
出
し
た

ら
い
い
の
で
は
」「
子
ど
も
の

頃
、
塾
の
帰
り
に
お
も
ち
ゃ

や
に
立
ち
寄
る
の
が
楽
し
み

だ
っ
た
。
そ
う
い
う
場
所
が

な
く
な
っ
て
残
念
。
大
人
も

子
ど
も
の
楽
し
め
る
昭
和
レ

　

２
月　

日
、
保
健
福
祉
セ

12

ン
タ
ー
で
職
員
企
画
提
案
発

表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
会
は
、
平
成　
21

年
度
に
せ
ん
だ
い
み
や
ぎ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
加
藤
哲
夫
代

表
理
事
を
講
師
に
、
協
働
推

進
を
テ
ー
マ
と
し
た
職
員
研

修
４
回
、
協
働
推
進
委
員
会

３
回
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ

「
わ
が
町
を
良
く
す
る
協
働

の
企
画
」「
協
働
体
制
構
築
の

し
く
み
」
を
最
終
テ
ー
マ
に
、

研
修
参
加
職
員
代
表
７
人
と

委
員
会
代
表
１
人
が
提
案
を

行
っ
た
も
の
で
す
。

　

発
表
さ
れ
た
内
容
は
▽

「
商
店
街
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
交
流
サ
ロ
ン
『
い
っ
ぷ

ぐ
』
の
開
設
事
業
」（
町
づ

く
り
推
進
課
、
高
萩
政
之
主

事
・
総
務
課
、
荻
野
映
理
主

事
）
▽
「
若
者
交
流
促
進
事

業
―
住
田
地
縁
隊
…
住
田
の

夜
明
け
は
近
い
ぜ
よ
」（
税
務

課
、
高
橋
大
将
主
事
）

▽
「
伝
統
芸
能
・
伝
統
工
芸

等
映
像
保
存
事
業
」（
総
務
課
、

泉
田
敦
主
事
）
▽
「
み
ん
な

で
就
農
大
作
戦　

す
み
た
」

in

（
保
健
福
祉
課
、高
木
宏
徳
主

事
・
産
業
振
興
課
、
若
嶋
和

絵
技
師
）
▽
「
ま
ち
を
快
適
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活発な意見交換が行われた代表者会議の様子

で
魅
力
あ
る
も
の
に
し
て
い

く
あ
な
た
を
応
援
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」（
保
健
福
祉
課
、

小
田
中
菜
穂
保
健
師
）
の
職

員
提
案
と
「
協
働
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
」

（
協
働
推
進
委
員
会
代
表
発

表
者
…
町
づ
く
り
推
進
課
、

佐
々
木
淳
一
係
長
）
で
す
。

　

出
席
し
た
小
泉
副
町
長
は
、

「
研
修
後
も
個
々
の
能
力
を

十
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き

住
民
福
祉
の
向
上
と
地
域
の

活
性
化
に
努
め
て
い
た
だ
き

研修の成果を発表した職員研修会の様子

た
い
。
常
に
学
び
を
」
と
講

評
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
多
田
町
長
が
「
ど

の
提
案
も
住
民
自
治
の
確
立

に
明
る
い
兆
し
の
見
え
る
い

い
提
案
だ
っ
た
。
一
過
性
の

も
の
に
終
わ
ら
せ
ず
、
町
の

政
策
に
結
び
つ
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ト
ロ
の
街
に
し
た
ら
ど
う

か
」
な
ど
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
行
事
を
中
心
地
で

行
っ
て
い
る
が
、
外
の
地
区

の
人
も
自
分
の
地
域
の
こ
と

と
し
て
一
生
懸
命
に
な
れ
る

よ
う
な
し
く
み
が
必
要
で
は

な
い
か
」「
地
区
別
の
計
画
も

い
い
が
、
住
田
町
全
体
で
の

地
域
づ
く
り
と
い
う
視
点
が

大
事
で
は
な
い
か
」
と
い
う

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
５
月
下
旬
に
五
葉

地
区
を
会
場
に
開
催
す
る
予

定
で
す
。


